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から各 1名ずっ計 4名の小調査隊を作 り出かけた次
第である｡
今回は調査の本題 とははずれるが,インドネシア





























な く, トボ トボと歩 く人,天ぴんを肩に果物等を運
ぶ人,あるいは川岸でアヒルを追う人-･-等,人間は

































あるが, これが何 に使われるものかは見当 もつか








これが何であるか気づ くのに時間 はかか らなかっ
た.してみるとこの構造物は正に ｢かわや｣なので












がずらりと並び, しか も同様 に使用されていたのを






ワ島で最 も清 き流れであることは決 して誤 りではな
かったのである.
第 2回
インドネシアの川岸に作られた｢洗い場｣で母親が野菜
などを洗った後,子供を水浴させているところ.左側の川
に突き出した囲いはいわゆる｢かわや｣である.この川の
水は住民の生活にとって切 り離すことのできない大切な
流れである.
